様式第５号（第７条関係）

同意書兼誓約書

１　同意事項
　□　下記の誓約事項の確認のため、移住支援金の適正な執行に必要な範囲内で、市長が関係機関等に照会を行うこと。
　□　移住支援金交付において丹波篠山市が得た個人情報について、他の都道府県及び市区町村で実施する移住支援事業の円滑な実施のため、国、他の都道府県及び市区町村に情報を提供すること。

２　誓約事項
[bookmark: _Hlk225258864]　□　丹波篠山市東京圏移住支援金交付要綱を遵守する。
□　申請した内容に虚偽がない。
　□　次のいずれにも該当している。
[bookmark: _Hlk225260241]　　〇転入する前日までに、連続して１年以上、東京２３区内に居住又は東京圏に居住し、かつ、連続して１年以上、雇用保険の被保険者として東京２３区内に通勤していたこと。（ただし、東京２３区内への通勤の期間については、住民票を移す３か月前までを当該１年の起点とすることができる。）
[bookmark: _Hlk203380752]　　〇転入する前日までの１０年間のうち、通算５年以上東京２３区内に居住又は東京圏に居住し、かつ、通算５年以上東京２３区内への通勤をしていたこと。
　□　移住支援金の交付申請日から５年間は、丹波篠山市に居住する。
□　マッチングサイト掲載求人またはプロフェッショナル人材事業・先導的人材マッチング事業での就業の場合は、移住支援金の交付申請日から５年間は、就業先に勤務する。
□　起業の場合は、移住支援金の交付申請日から５年間は、起業した事業を継続する。
[bookmark: _Hlk224743747]　□　移住支援金の交付申請日から５年間は、住所又は就業先に変更があった場合、丹波篠山市から転出した場合、その他移住支援金の要件を満たす資格を喪失した場合には、速やかに市長にその旨を報告する。
　□　上記の場合、丹波篠山市東京圏移住支援金交付要綱の規定に基づき、移住支援金の全部又は一部を返還する。
　□　テレワークの場合は、丹波篠山市への移住は自己の意思による移住である。
　□　世帯の構成員に暴力団等の反社会的勢力又は反社会的勢力と関係を有する者がいない。
　□　世帯の構成員に、過去１０年以内に丹波篠山市東京圏移住支援金の交付を受けた者がいない。ただし、移住支援金を全額返還した場合や過去の申請時に１８歳未満の世帯員だった者が、５年以上経過し、１８歳以上となり、兵庫県及び丹波篠山市が認める場合を除く。
　□　市税の滞納がない。
　□　市長が報告、調査等が必要と認めるときは、これに協力する。

　丹波篠山市東京圏移住支援金の申請に当たり、以上について同意及び誓約します。
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